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編・集・後・記

《11月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 3,345人
　3,711人
　7,056人
　3,526世帯

（－ 9）
（－12）
（－21）
（－ 7）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.91㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯
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日
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20
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な
り
、
こ
の

時
期
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
北
金
ヶ

沢
の
大
イ
チ
ョ
ウ
の
ラ
イ
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た
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段
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写
真
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た
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っ
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。
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。
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な
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。
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深浦町地域おこし協力隊　浪岡　敏勇（なみおか　としお）
　寒うござんすね。年末を迎えるにあたり、昨年４月11日からのこれまで。深浦町地域おこし協力隊としての活動報告
です。
　地域おこし協力隊の任期は全国どこでも３年満期と定められており、４年目以降は採用地で完全移住を目指す側面があ
ります。勿論任期終了後は自分の手で仕事を探さなければなりません。その為にも３年目はとても大切な準備活動期間な
のです。
　全国津々浦々、数ある協力隊員募集の中から深浦町を選択し、また、採用頂いた事は奇跡に近い事でした。この町が好
きになってきている自分が協力隊として、町の為に何が出来るのかなんて大それた事は言えませんが「この町を沢山楽し
んだ事が、結果的に町の為になっていたんだなぁと」理想はそうありたいと思っています。では、これまでの棚卸しをし
ましょう。
　初年度、採用から２か月間は主に、職員の皆様へのご挨拶とミッション（空き家）の下調べをしました。うどん教室は
６月から開催、イベントも含めると10回、延べ100人以上の皆さんにご参加い
ただきました、空き家問題に関しては、現在、空き家バンクへの登録を推進し
ており、私自身も任期終了後に空き家を利用した活動が出来ないかと検討中で
す。
　秋口からは翌年１月開催に向け、日本一のキャンプファイヤーを企画準備。
燃料に災害流木を使用した事によりマイナスをプラスに替えられた事は、自分
にとってとても大きな事でした。これで深浦町は星空、イチョウに続き３つ目
の日本一です(笑)
　令和５年、２月早々には既にクラフト展の準備に取り掛かかっていました。
８か月の準備期間は、新鮮で初めての経験ばかり。毎日があっという間で得る
ものも多く、充実した活動期間となりました。深浦町で初めて迎えた冬は雪に
悩まされる事も無く、青森市内から来た自分にはとても過ごし易い冬でしたね。
現在11月時点での直近活動として、災害流木で制作した椅子を町内、コミュ
ニティバスのバス停に、8ケ所設置しました。今回は比較的利用頻度の高いバ
ス停を選択しましたが「ここにも欲しい」等ご意見がございましたら検討いた
しますので、お気軽に役場総合戦略課、浪岡までご連絡ください。
　来春は、災害流木を薪としての利活用を検討中です。今後も災害流木の利活
用については継続していけたらと思っています。来年もうどん教室は引き続き
開催します。再度の参加も大歓迎ですのでぜひご参加ください。本年もありが
とうございました。来年も良い年でありますように。写真は設置した災害流木
椅子。遊び心で「なみおかうどんの焼き印」を入れてありますよ(笑)

１月生まれのお子さんの写真を
募集します！
１月生まれのお子さんの写真を
募集します！

こんなに

元気です！

１月生まれのお子さんの写真を
募集します！

◆対　　象　令和６年１月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容　子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子さんに一言メッセージ
◆応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に、①子供の氏名（ふりがな）、②生年月日、
　　　　　　③性別、④住所、⑤保護者名（広報には掲載しません）、⑥電話番号、⑦お子さんに一言メッセージ
　　　　　　を記入したものを添えてください。メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に
　　　　　　上記①～⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。応募締切は12月25日です。

問合せ先　総合戦略課　TEL 74－2122　E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp
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